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北栄町社会福祉協議会だより

　12月16日、鳥取県電気工事工業組合倉吉支部青年部（支部長 朝倉真一様）の方々が、企業の社会貢献活
動の一環として、ひとり暮らし高齢者の自宅を訪問され、高齢者の方々に安心して生活してもらえるよう
にと、漏電検査、照明器具の清掃、電球交換等が行われました。
　訪問を受けられた方からは、感謝の声や、綺麗になったという喜びの声が聞かれ、笑顔あふれる活動と
なりました。

電気保守点検ボランティア電気保守点検ボランティア
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謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
北
栄
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

活
動
に
多
大
な
御
支
援
・
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
社
会
情
勢
や
度
重
な
る
自
然
災
害
な
ど
に
よ
り
ま
し
て
、
人
と

人
の
つ
な
が
り
や
地
域
社
会
で
の
支
え
合
い
と
い
う
「
絆
」
の
大
切
さ
が
再
認
識

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
地
域
で
住
民
相
互
の
支
え
愛
の
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
、
様
々
な
地
域
の
福
祉
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
や
活
動
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
期
待
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
お
り
、
各
自
治
会
、
町
民
の
皆
様
か
ら
一
層
の
信
頼

を
い
た
だ
き
、
民
生
児
童
委
員
、
北
条
・
大
栄
赤
十
字
奉
仕
団
、
食
生
活
改
善
推

進
員
連
絡
協
議
会
等
多
く
の
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
御
支
援
と
御
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
町
行
政
な
ら
び
に
福
祉
関
係
機
関
と
の
連
携
を
一
層
深
め
、

各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
更
な
る
御
理

解
と
御
協
力
、
御
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
も
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
地
域
づ
く
り
と
北
栄
町
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
、
役
職
員
一
同
さ
ら
な
る
努

力
を
続
け
て
参
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
御
支
援
・
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
を
申
し
上
げ
、
皆
様
の
御
多
幸
と
御
健
勝
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

北
栄
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
　
長
　
山
根
和
夫

　

十
月
十
五
日
、
北
栄
町
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
・
大
誠
体
育
館
を
主
会
場
に
、

福
祉
ま
つ
り
２
０
１
７
を
開
催
し
ま
し

た
。
あ
い
に
く
の
天
候
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
予
定
の
イ
ベ
ン
ト
を
滞
り
な
く

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
場

く
だ
さ
っ
た
方
、
参
加
く
だ
さ
っ
た
方
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
収
益
金
は
、
総
額

十
万
七
千
七
百
九
十
六
円
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
収
益
金
は
当
初
の
計
画
に
よ

り
、
歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
へ
寄
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

出
展
・
寄
付
に
御
協
力

い
た
だ
い
た
方
々
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大栄瀬戸郵便局「射的コーナー」
行列が絶えません。

大人気のシルバー人材センター
焼いもと包丁研ぎ。

大栄赤十字奉仕団
は大栄中学校の生
徒さんと一緒に来
場客をもてなして
おられました。

10月10日には、町老人クラブ連合
会の奉仕作業が実施され、社会
福祉センター周辺を清掃いただき
ました。おかげで気持ちよく福祉
まつりを実施できました。

毎年、大繁盛の不用新
品コーナー。目玉商品
は開店直後には売れて
しまいました。

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
！

多くのボランティアの方々に
お世話になりました

北
栄
町
福
祉
ま
つ
り 

２
０
１
７

バルンアー
トは子ども
が大喜び。

“今年も大接戦”チャリティーグラ
ウンド・ゴルフ大会。

「住民主体の、支え愛
マップづくりから地域
づくりへ～安心と笑顔
と達成感のレシピ」と
題して日野ボランティ
ア・ネットワーク森本
智喜氏の説明で地域福
祉を学ばれました。
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各
種
寄
付
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
く
香
典
返
し
等
の
寄
付
金
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

十
二
月
十
五
日
ま
で
に
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
で
す
。
な
お
、「
ふ
れ
あ
い
」
の
発

行
は
三
ヶ
月
に
一
度
の
為
、
掲
載
期
日
が
遅
れ
ま
す
こ
と
を
御
承
諾
く
だ
さ
い
。

香
典
返
し
に
か
え
て

金
一
封　
　
由
良
宿
一
区　

中
原　

規
光
さ
ん

　
（
父　

幸
雄
様　

死
去
に
よ
る
香
典
返
し
）

金
一
封　
　

田　

井　
　

吉
岡　

重
信
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
妻　

つ
や
子
様　

〃　

）

金
一
封　
　

妻　

波　
　

米
田　

英
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

美
佐
子
様　

〃　

）

金
一
封　
　
み
ど
り
西
団
地　

井
上　

俊
行
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母 

中
矢
和
子
様　

〃　

）

金
一
封　
　
み
ど
り
南
団
地　

藤
田　

直
之
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

茂
子　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

田　

井　
　

伊
藤　

淳
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
夫　

邦
夫　

様　

〃　

）

金
一
封　
　
み
ど
り
南
団
地　

飯
田　

義
久
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母 

石
村
秋
子
様　

〃　

）

金
一
封　
　

下　

種　
　

竹
信　

純
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

 

栞 　

様　

〃　

）

金
一
封　
　
由
良
宿
四
区　

竹
歳　

楚
枝
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
夫　

弘
之　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

東
高
尾　
　

森
田　
　

勇
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
妻　

典
子　

様　

〃　

）

金
一
封　
　
由
良
宿
三
区　

稲
井　

文
作
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

悦
子　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

田　

井　
　

髙
島　

善
則
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
子　

善
政　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

大　

谷　
　

山
脇　

弘
嗣
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

通
弘　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

田　

井　
　

谷
原　
　

満
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

昭
夫　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

別　

所　
　

山
本　

辰
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

 

徹 　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

瀬　

戸　
　

田
中　

恵
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
夫　

啓
二　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

琴
浦
町　
　

小
前　

孝
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父 

長
谷
川
邦
善
様　

〃　

）

金
一
封　
　

国
坂
浜　
　

吉
岡　

秀
己
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

 

正 　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

大　

谷　
　

森
本　

泰
人
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

郁
子　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

江　

北　
　

田
川　

正
人
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

美
和
子
様　

〃　

）

金
一
封　
　

弓
原
浜　
　

濵
本　

昭
臣
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

登
代
子
様　

〃　

）

金
一
封　
　

原　
　
　
　

井
上　

貞
文
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
妹　

祥
子　

様　

〃　

）

金
一
封　
　
由
良
宿
二
区　

米
田　

真
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

英
一
郎
様　

〃　

）

金
一
封　
　

弓　

原　
　

三
谷　

壽
政
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

た
つ
代
様　

〃　

）

金
一
封　
　

北　

尾　
　

越
野　

幸
恵
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
夫　

義
久　

様　

〃　

）

社
会
福
祉
事
業
寄
付

曹
洞
宗
鳥
取
県
第
五
教
区
寺
族
会 

様　

雑
巾

◎�

寄
付
金
額
等
の
記
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、

寄
付
者
御
本
人
の
了
解
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
金
一
封
に
つ
き
ま
し
て
は
、
金

額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
寄
付
者
御
本

人
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
す
。

◎
お
詫
び
と
訂
正

　

‌�

前
号
で
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

香
典
返
し
に
か
え
て

　

田
井　

村
岡
俊
幸
さ
ん
→
村
尾
俊
幸
さ
ん

食
事
サ
ー
ビ
ス
寄
付

ほ
の
ぼ
の
会
様　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
菜

東　

園　
　
　

中
井
美
智
子　

様　
　

果
物

由
良
宿
一
区　

飯
田　

博
孝　

様　
　

野
菜

妻　

波　
　
　

米
田　

敦
子　

様　
　

野
菜

西　

園　
　
　

浜
田　
　

武　

様　
　

 

米

原　
　
　
　
　

完
井　
　

徹　

様　
　

果
物

亀　

谷　
　
　

田
中
裕
紀
恵　

様　
　

野
菜

　
十
一
月
二
十
三
日
、

鳥
取
県
大
衆
音
楽
協
会

中
部
支
部（
代
表 
山
下

正
明
様
）が
主
催
と
な

り
、
社
会
福
祉
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー「
第
八
回
中

部
大
衆
歌
謡
祭
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
、
会
場
で
あ
る
大
栄

農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
へ
設
置
さ
れ
た
募

金
箱
と
出
演
者
か
ら

の
寄
付
金
を
合
せ
て
、

十
二
万
九
千
六
百
二
十
五
円
を
社
会
福
祉
協
議
会

へ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央
農
業
協
同
組
合
女

性
会
大
栄
支
部（
会
長 

竹
信
啓
子
様
）か
ら
、
新

米
こ
し
ひ
か
り
と
手
縫
い
雑
巾
、
Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央

北
条
支
部
女
性
会（
会
長 

河
本
裕
美
子
様
）か
ら

お
米
ギ
フ
ト
券
と
手
縫
い
雑
巾
を
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｊ
Ａ
女

性
会
が
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
寄
付
い
た
だ
い
た
米
と
雑
巾
は
本
会
の

各
事
業
所
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
衆
歌
謡
祭
の
収
益
を
寄
付

　
九
月
か
ら
十
一
月
に
わ
た
り
三
回

シ
リ
ー
ズ
で
地
域
の
助
け
合
い
活
動

を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
必
要
な
の
か
を
み
ん

な
で
考
え
て
い
く
会
を
大
栄
・
北
条

地
区
に
分
か
れ
開
催
し
ま
し
た
。
地

域
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
町
民
の
方

が
約
二
十
～
三
十
人
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
北
栄
町
か
ら
は
町
内
の
状
況
や

体
制
づ
く
り
の
方
針
を
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
の
公
益
法
人
さ
わ
や
か

福
祉
財
団 

高
橋
望
氏
は
「
具
体
的

な
取
り
組
み
や
活
動
創
出
の
た
め
に

は
、
ま
ず
地
域
の
声
を
し
っ
か
り
聞

い
て
い
く
こ
と
が
重
要
」と
話
さ
れ
、

各
地
の
住
民
同
士
の
話
し
合
い
か
ら

立
ち
上
が
っ
て
い
る
事
例
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

は
、
足
り
な
い
活
動
の
創
出
方
法
を

考
え
て
い

き
ま
し
た
。

　
今
後
、

第
二
層
協

議
体
編
成

に
向
け
て

取
り
組
み

を
進
め
て

い
き
ま
す
。

歌
い
手
の
気
持
ち
、聞
き
手
の
気
持
ち

御
寄
付 

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

北
栄
町
の
助
け
あ
い
活
動
を

考
え
る
会
を
開
催
し
ま
し
た
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お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
、予
約
は
不
要
。

この広報紙は赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。

相談日 相談員氏名 相談所 相談日 相談員氏名 相談所
1月  4日㈭ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談☆ 2月  9日㈮ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談★

11日㈭ 助谷智恵美・福光正道 人権相談☆ 15日㈭ 山根義文・山信賀津子 よろず相談☆
12日㈮ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談★ 3月  1日㈬ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談☆
18日㈭ 塚本美知子・寺方弘美 よろず相談★ 8日㈭ 遠藤隆好・岩垣知恵 人権相談☆

2月  1日㈭ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談☆ 9日㈮ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談★
8日㈭ 畔田敏子・福光正道 人権相談★ 20日㈫ 濱川康夫・岩垣春枝 よろず相談★

総
合
相
談
所

●開設時間　午後1時から午後3時
●開設場所　☆北栄町社会福祉センター（瀬戸36－2）　★北条高齢者福祉センター（田井46－2）
　　　　　　※行政相談は、大栄・北条地区で毎月１回ずつ開設します。

福祉相談 ㈪〜㈮  9：00〜17：00
祝祭日・年末年始除く 北栄町社会福祉センター 社会福祉協議会職員

（ケアマネージャー）

広報紙掲載内容についての問い合わせ・申込み・相談
社会福祉法人北栄町社会福祉協議会� 電話 37－4522

　12月１日、北条農村環境改善センターを会場にひとり暮らし高齢者のつどい「会食会」を開催しました。
本事業は、ひとりでお暮しの方が一同に会し、地域のボランティアの方々との交流の場となっております。
　民生児童委員の皆様には参加者の取りまとめ、見守りなど御協力いただきました。開会後、栄保育所園
児の踊り、鳥取県くらしの安心局消費生活センター井田氏を招き、特殊詐欺防止について演劇形式で講演
がありました。
　昼食は、食生活改善推進員連絡協議会にお世話になりました。事前の献立検討会で試作を重ねられ、当
日は大変豪華なごちそうを作っていただきました。一品一品色んな想いがこもった料理は、参加者を笑顔
にさせました。
　赤十字奉仕団の皆様には、参加者へお土産としてかるかん饅頭を作っていただき、また午後の演芸では、
次から次へと多彩な芸で、会場を沸かせました。
　この事業は、多くのボランティアの皆様の御協力をいただき、毎年開催することができます。今年もお
世話になりましたボランティアの皆様、ありがとうございました。

食べて笑っての
ひとり暮らし高齢者の

つどい

栄保育所園児のかわいい忍者

「ふるさと」を大合唱する参加者

昼食を作っていただいた
食生活改善推進員連絡協議会 演芸やかるかん饅頭づくりをしていただいた赤十字奉仕団

参加取りまとめから当日の会運営に
協力いただいた民生児童委員 昼食作りの様子

こころのこもった昼食 かるかん饅頭作りの様子

会場を盛り上げていただいた演芸 特殊詐欺防止講演での名演技


